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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）に依拠した言語教育改革・改善に関
わる人々を支援するために、次の５つの観点、1)CEFRの基本理念と目的の理解を促進、(2)シラバス、授業設
計、授業運営、(3)学習者の自律的学習の支援、(4) 評価、(5) 教員自律性を高めるための自己トレーニングに
関し、それぞれのトピックに関する先行研究及び欧州評議会、ヨーロッパ現代語センター(ECML, Graz)、欧州委
員会などから発行された電子出版物等を調査・研究した。その成果を国内外の様々な学会で発表し、そこで得た
フィードバックを基に、 の６章から成る著書にまとめ、Springer から出版予定である。

研究成果の概要（英文）：The proposed research aimed to develop a tool to help teachers and all other
 stakeholders at the tertiary level improve language education based on the CEFR. The research 
conducted an extensive study on 5 themes: (1) resources that facilitate understanding of fundamental
 principles and philosophy of the CEFR, (2) syllabus, course design and lesson planning, (3) 
assessment, (4) learner autonomy, (5) teacher autonomy. It made thorough reviews of previous 
research on these five themes and related area. It also surveyed resource and material available 
from the COE, ECML and European commission. The results of the research were presented in various 
national and international conferences and gained insightful feedbacks. We have also completed and 
submitted a book manuscript including six chapters: The CEFR and Practical Resource, Curriculum and 
Course Design, Assessment, Learner Autonomy and the European Language Portfolio, Learning, Teaching 
and Assessment Integrated and Teacher Autonomy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、CEFRに関連するケーススタディや様々なヨーロッパの機関から提供されている情報を5つのテーマに
沿ってまとめ提供したことにより、国内外で行われるCEFR研究の一助となることに学術的意義がある。また、こ
れらの研究や情報を授業改善や教育改革にどのように活用するのかを、現場の教員や大学教育改革に携わる関係
者を対象とし、わかりやすく解説したことで、CEFRに依拠した外国語教育改善を支援できることに社会的な意義
がある。さらに、本研究は、2017年にヨーロッパ評議会から発表されたCEFR/CVで新たに提唱されたMediationを
授業設計に活用する事例を示した最新の研究の１つであると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
グローバル化の急速な進展に伴い、初等・中等教育では、グローバル化に対応した英語教
育改革が進められ、高等教育に於いては、産学連携のグローバル人材育成の取り組みが行
われている。このような状況下で、小・中・高・大との連携を視野に入れ、世界標準の外
国語教育を実施することが喫緊の課題となっている。そのためには、言語教育改善の原動
力である教師が自ら、教育力を高め、言語教育改革に取り組んでいく必要がある。 
外国語教育改善を強力に推し進めているヨーロッパでは、ヨーロッパ評議会が 2001 年に
ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）そして 2018 年に CEFR/Companion Volume を出版
し、ヨーロッパにおける言語教育政策の土台と方向性を示した。さらに、言語教育を担う
現 場 の 言 語 教 師 の 自 律 的 自 己 ト レ ー ニ ン グ を 可 能 に す る 様 々 な シ ス テ ム が 、
EAQUALS(Evaluation & Accreditation of Quality in Language Services)などから提案・提
供されている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ポータルサイトを作成し、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）に依拠
した言語教育改革・改善に関わる人々を支援することである。そのために、以下のことを
行う。（１）CEFR に依拠した授業改善の事例、教材、評価方法、ティチャートレーニング
の内容と方法、及び日本語母語話者の学習者の熟達段階別産出データなどを含んだポータ
ルサイトのコンテンツの作成、（２）ユーザーフレンドリーなポータルサイトのあり方を検
討し、ポータルサイトの構築。 
 
３．研究の方法 
本研究は、初年度にポータルサイトの開発のための基礎研究、文献調査や聞き取り調査を
行い、次年度にコンテンツを作成し、ポータルサイトを構築する。最終年度にポータルサ
イトを運営しながら改善を行う。各年度の成果は、国際学会で発表し、フィードバックを
得る。さらに、最終年度には、ワークショップを開催にポータルサイトを広く公開し、使
用者から直接フィードバックを得、更なる改善へと繋げる。各年度に行う研究は以下の通
りである。(1)CEFR の基本理念と目的の理解を促進する情報、(2)シラバス、授業設計、
授業運営に関する情報、(3)学習者の評価に関する情報、(4)教員自律性を高めるための自
己トレーニングを可能にするトゥール、(5)プラットフォームデザイン・構築。 
 
４．研究成果 
本研究では、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）に依拠した言語教育改革・改善に関わ
る人々を支援するために、次の５つの観点、1)CEFR の基本理念と目的の理解を促進、(2)
シラバス、授業設計、授業運営、(3)学習者の自律的学習の支援、(4) 評価、(5) 教員自律
性を高めるための自己トレーニングに関し、それぞれのトピックに関する先行研究及び欧
州評議会(Council of Europe)、ヨーロッパ現代語センター(European Center for Modern 
Languages )、欧州委員会(European Commission)などから発行された電子出版物等を調
査・研究した。その成果を国内外の様々な学会で発表し、そこで得たフィードバックを基
に、 の６章から成る著書にまとめ、Springer から出版予定である。 
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